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　目的抹茶ｸヽ起屹目3: 起泡成分。ふな忖しり形成や専定｡循&n叫す3i7><蚕ぶ｀肉与

　しX i/ヽ?.ことを　牡牛雅告した。今印功Q茶を遵んてヽヽ梯仁心一敗に　煎茶cヽ浸出

水を屹立x マも起尨度ぼ伍い（自0 茶呼喋希で湧') いら浸出衣か起吃凄降高く, 泡系

　と,ct供ごれる。この自日手浸出液,ｱヽ侍具独心主日レそ0) 浹中7)高脊ふ物積について

報告する。

　ヤ法　試粕４　抹茶木懸濁衣反収｀白日希の水鏝出液i遠心分離した上靖を用いfz.,

起屹度ぱ　泡査T たのち尨立たす十残･丿こ尨大下グ)液量，およダ吃凌より穣定レすこ。

試料申(ﾌ)ペクチンの定量ぽ力･ﾚﾉし/ - .レ法に体，tz。試舛・加水分所ははマ也p ダ-ム(｀

含タクチナーぜ)などを用いた。

　蝕隼　自日療永才由出液I: 尨た7 ると乳白色の軽い尨びず州され。磋雫の教用割合でヽ調製

　した場合ヽの起勧

　白日手水抽出浹,t肆莱米抽出液。約ViD X-あ') , かれﾋ童刹自日荼水抽出疲(7^方がヽ小ひヽ。

　tTz。自s茶水抽出浪にマセロチ一ム釦乍用りtると，を忽崖は? らに増加す4 ぶ　尨沫

　比重ff一層^)べくな乱　こ(7) ように自白茶中にも　マセロ千一ムで'分解可能な7高今子物侑

　がおずｊヽ斥が"らもU在レそれぶ｀泡の状態･-郵響を与iてぃ-5 示，し・ヽしその-f 匯希し（

　ケ唇いたダ)‥抹茶5^ 場合とぽ旱な, ft柱状を示r と,cわれる。一元すが｡ニッとAf クチッ

　を組み冷ヽわせ実験して尨立ちを検吋した結暴，泡の柱状･'ペクチン影響^■与之て為ク

　自日茶め場合の実験結果を傍鉦してレ1 ^.
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